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Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0202 大会がもたらすまちの未来

オリンピック・パラリンピックが私たちの心にもたらすもの

　スノーボード女子ビッグエア決勝。2本目を終えて4位だった日本の岩渕
麗楽選手は、3本目に女子初の超大技「フロントサイド・トリプルアンダーフ
リップ1260」に挑みました。着地後に転倒したものの、世界中を驚かせるチ
ャレンジでした。これに驚いたのは観客だけではありませんでした。滑り終
えた岩渕選手に、試技を終えた選手7人が次々に駆け寄り、抱き合って岩渕
選手を称賛する感動のシーンが生まれました。2大会連続の4位となった岩
渕選手は涙を見せながらも「最後チャレンジできて良かったです。競ってい
た選手に一緒に喜んでもらえて良かった」と語りました。

　札幌で行われた東京2020オリンピックの陸上男子マラソン
では、オランダのアブディ・ナゲーエ選手が銀メダル、ベルギー
のバシル・アブディ選手が銅メダルを獲得しました。２人はソマ
リア出身ですが、内戦により祖国を離れ、難民としてそれぞれ違
う国から 出場していました。
　ゴール直前、バシル・アブディ選手は先を走るアブディ・ナゲ
ーエ選手からの、手招きと励まされるようなしぐさに応え、３位
争いから抜け出し、見事メダルを獲得しました。困難を乗り越え
栄光を手にした２人の姿に、世界中が感動しました。

　平昌2018大会のスピードスケート女子500メートル決勝で
は、金メダルを獲得した日本の小平奈緒選手が、レース後、涙
を流すライバル・韓国のイ・サンファ選手をたたえる姿が話題
になりました。
　形のあるものをもたらすだけでなく、私たちの心に感動を呼
び起こしてくれるものが、オリンピック・パラリンピックなのです。

　東京2020パラリンピックの自転車ロード女子タイムトライ
アルでは、杉浦 佳子選手が日本のパラリンピック史上最年長
の50歳で金メダルを獲得しました。
　金メダル獲得後の「最年少記録は二度と作れないけど、最
年長記録はまた作れますね」という言葉は、パラアスリートの
不屈の精神を象徴するとともに、さらなる高みを目指して挑
戦し続ける姿が、多くの人の心を動かしました。

Ⓒ 毎日新聞社/アフロⒸ 毎日新聞社/アフロ

ⒸJOC広報誌『OLYMPIAN』、写真：ロイター/アフロⒸJOC広報誌『OLYMPIAN』、写真：ロイター/アフロ

Ⓒ picture alliance/アフロⒸ picture alliance/アフロ

Ⓒ 松尾/アフロスポーツⒸ 松尾/アフロスポーツ
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0303 競技

オリンピック

2030年2月8日 金 ～24日 日 の17日間（想定）

7競技109種目

※北京2022大会の競技・種目を参考に想定

開催期間

競 技 数

•アイスホッケー

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports

アイスホッケー

•フィギュアスケート •ショートトラック •スピードスケート
スケート

•アルペンスキー •クロスカントリースキー •ジャンプ

•ノルディック複合（クロスカントリー／ジャンプ）

スキー

•バイアスロン
バイアスロン

•カーリング
カーリング

•リュージュ
リュージュ

•ボブスレー •スケルトン
ボブスレー

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

•フリースタイルスキー
ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

•スノーボード

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

競技紹介

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO
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2030年3月8日 金 ～17日 日 の10日間（想定）

6競技80種目

※北京2022大会の競技・種目を参考に想定

開催期間

競 技 数

競技紹介

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

パラアイスホッケー

パラバイアスロン パラアルペンスキー パラクロスカントリースキー　

車いすカーリング パラスノーボード

•立位／座位／視覚 •立位／座位／視覚 •立位／座位／視覚

2,891人

世界最大の冬季スポーツ大会が北海道・札幌に！ 北海道出身の冬季オリンピアン

冬季オリンピックに出場する日本代表選手の約4割が北海道出身

● 参加アスリート数

〈参考〉東京2020大会

※平昌2018大会の実績値

● 参加アスリート数

オリンピック

17会場

● 競技会場数

オリンピック

563人

パラリンピック

5会場

パラリンピック

● 競技会場数

11,420人

オリンピック

42会場

オリンピック

4,403人

パラリンピック

21会場

パラリンピック

　パラリンピックの原点は、1948年に遡ります。当時イギ
リスの医師であったルードウィッヒ・グットマンは、戦争で
障がいを負った人々のリハビリテーションの一環として、
車いす使用者によるアーチェリー大会を開催しました。そ
の後、1960年にイタリアのローマで第1回大会が、1976年
にはスウェーデンのエンシェルツヴィークで第1回冬季大
会がそれぞれ開催され、現在は原則、オリンピックの開催
後、同じ都市、同じ会場で行われることとされています。
　パラリンピックは、様々な障がいを持つアスリート

が、スポーツを通して無限の可能性を追求し、誰もが
公平にその能力を最大限発揮できる機会となります。
「Impossible」を「I’m Possible」※へ、パラリンピアンがこ
れを体現する姿は、私たちに工夫と勇気をもって行動を
起こすことの大切さを気付かせてくれます。

※不可能（Impossible）だと思えたことも、考え方を変えたり、少
し工夫したりすればできるようになる（I’m Possible）という、パラ
リンピックの選手たちが体現するメッセージが込められた造語

パラリンピックとは

日本に占める
北海道の人口割合

その他都府県
96％

その他
都府県
60.4％ その他都府県

69％

北海道
39.6％

北海道
31％

日本人冬季オリンピアン
（過去6大会※）の出生地

2022北京オリンピック
メダル獲得者の出生地

北海道 4％

※2002ソルトレイクシティ～2022北京

パラリンピック

Ⓒ毎日新聞社/アフロⒸ毎日新聞社/アフロ
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2030年3月8日 金 ～17日 日 の10日間（想定）

6競技80種目

※北京2022大会の競技・種目を参考に想定

開催期間

競 技 数

競技紹介
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Olympic And Paralympic
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0303 競技

パラアイスホッケー

パラバイアスロン パラアルペンスキー パラクロスカントリースキー　

車いすカーリング パラスノーボード

•立位／座位／視覚 •立位／座位／視覚 •立位／座位／視覚

2,891人

世界最大の冬季スポーツ大会が北海道・札幌に！ 北海道出身の冬季オリンピアン

冬季オリンピックに出場する日本代表選手の約4割が北海道出身

● 参加アスリート数

〈参考〉東京2020大会

※平昌2018大会の実績値

● 参加アスリート数

オリンピック

17会場

● 競技会場数

オリンピック

563人

パラリンピック

5会場

パラリンピック

● 競技会場数

11,420人

オリンピック

42会場

オリンピック

4,403人

パラリンピック

21会場

パラリンピック

　パラリンピックの原点は、1948年に遡ります。当時イギ
リスの医師であったルードウィッヒ・グットマンは、戦争で
障がいを負った人々のリハビリテーションの一環として、
車いす使用者によるアーチェリー大会を開催しました。そ
の後、1960年にイタリアのローマで第1回大会が、1976年
にはスウェーデンのエンシェルツヴィークで第1回冬季大
会がそれぞれ開催され、現在は原則、オリンピックの開催
後、同じ都市、同じ会場で行われることとされています。
　パラリンピックは、様々な障がいを持つアスリート

が、スポーツを通して無限の可能性を追求し、誰もが
公平にその能力を最大限発揮できる機会となります。
「Impossible」を「I’m Possible」※へ、パラリンピアンがこ
れを体現する姿は、私たちに工夫と勇気をもって行動を
起こすことの大切さを気付かせてくれます。

※不可能（Impossible）だと思えたことも、考え方を変えたり、少
し工夫したりすればできるようになる（I’m Possible）という、パラ
リンピックの選手たちが体現するメッセージが込められた造語

パラリンピックとは

日本に占める
北海道の人口割合

その他都府県
96％

その他
都府県
60.4％ その他都府県

69％

北海道
39.6％

北海道
31％

日本人冬季オリンピアン
（過去6大会※）の出生地

2022北京オリンピック
メダル獲得者の出生地

北海道 4％

※2002ソルトレイクシティ～2022北京

パラリンピック

Ⓒ毎日新聞社/アフロⒸ毎日新聞社/アフロ
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0303 競技

●札幌1972大会時の会場等、すでに市民利用されている施設を最大限活用します。

●都心の近くでウインタースポーツを楽しめる、札幌の特徴を活かします。

●樹木の伐採等は、競技に必要な最小限の範囲内におさめ、脱炭素化に貢献する新たな技術を導入

　 するなど、環境保全に努めます。

札幌ならではの会場配置計画

既存（仮設工事のみ）
既存（改修工事あり）
既存施設建替

JR
地下鉄
市電
高速道路
幹線道路
その他の道路

札幌 帯広

東京

ニセコ

長野

● ●
●

●

●

N

0 400㎞

2

7

10

12 13

既存施設建替

新設の競技会場

既存（仮設工事のみ）

既存（改修工事あり）

既存の競技会場

94.1％

0会場 

11

3

14 15 16

8

5

1
9

6

OV1

OV1

4 O+C M P

IBC

IBC

MPC

MPC

OV2

OV2

番 号 会　場 競 技 種 目 等
■：オリンピック

▲：パラリンピック

競 技 会 場

非 競 技 会 場

※この計画は現時点での予定です。今後、変更となる場合があります。

※スキー場については、フィニッシュエリア別に会場数をカウントしています。

西岡バイアスロン競技場 ■ バイアスロン
▲ パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

■ ボブスレー・ボブスレー
　 ボブスレー・スケルトン／リュージュ

■ カーリング
▲ 車いすカーリング

■ アイスホッケー１
▲ パラアイスホッケー

■ アイスホッケー２

■ スケート・フィギュアスケート
　 スケート・ショートトラック

■ スケート・スピードスケート

■ スキー・ジャンプ
　 スキー・ノルディック複合ジャンプ

■ スキー・クロスカントリースキー
　 スキー・ノルディック複合クロスカントリー

■ スキー・アルペンスキー（滑降、スーパー大回転、複合）
▲ パラアルペンスキー

■ スキー・アルペンスキー（大回転、回転）

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　（スロープスタイル、パラレル大回転、クロス）
▲ パラスノーボード

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　（ハーフパイプ、モーグル、エアリアル）

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　（ビッグエア）

長野市ボブスレー・リュージュパーク（スパイラル）

月寒体育館

新月寒体育館

真駒内公園屋内競技場

スポーツ交流施設コミュニティドーム（つどーむ）

帯広の森屋内スピードスケート場

大倉山ジャンプ競技場

白旗山競技場

ニセコエリア

サッポロテイネスキー場

札幌国際スキー場

さっぽろばんけいスキー場

市内既存施設

■ 開会式／閉会式／メダルプラザ
▲ 開会式／閉会式／メダルプラザ札幌ドーム

■ メインプレスセンター札幌コンベンションセンター

■ 国際放送センター
▲ 国際放送センター （メインプレスセンターの機能を含む）新展示場

■ 選手村
▲ 選手村アパホテル & リゾート〈札幌〉

市営住宅月寒団地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 13

161514

17

O+C M P

競技会場

17

1

11

5

選手村から離れた競技会場を利用する選
手のため、OV1、OV2とは別に既存ホテルを
活用した選手用宿泊施設を配置予定

17※　   は市内既存施設

会場配置計画
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0303 競技

●札幌1972大会時の会場等、すでに市民利用されている施設を最大限活用します。

●都心の近くでウインタースポーツを楽しめる、札幌の特徴を活かします。

●樹木の伐採等は、競技に必要な最小限の範囲内におさめ、脱炭素化に貢献する新たな技術を導入

　 するなど、環境保全に努めます。

札幌ならではの会場配置計画

既存（仮設工事のみ）
既存（改修工事あり）
既存施設建替

JR
地下鉄
市電
高速道路
幹線道路
その他の道路

札幌 帯広

東京

ニセコ

長野

● ●
●

●

●

N

0 400㎞

2

7

10

12 13

既存施設建替

新設の競技会場

既存（仮設工事のみ）

既存（改修工事あり）

既存の競技会場

94.1％

0会場 

11

3

14 15 16

8

5

1
9

6

OV1

OV1

4 O+C M P

IBC

IBC

MPC

MPC

OV2

OV2

番 号 会　場 競 技 種 目 等
■：オリンピック

▲：パラリンピック

競 技 会 場

非 競 技 会 場

※この計画は現時点での予定です。今後、変更となる場合があります。

※スキー場については、フィニッシュエリア別に会場数をカウントしています。

西岡バイアスロン競技場 ■ バイアスロン
▲ パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

■ ボブスレー・ボブスレー
　 ボブスレー・スケルトン／リュージュ

■ カーリング
▲ 車いすカーリング

■ アイスホッケー１
▲ パラアイスホッケー

■ アイスホッケー２

■ スケート・フィギュアスケート
　 スケート・ショートトラック

■ スケート・スピードスケート

■ スキー・ジャンプ
　 スキー・ノルディック複合ジャンプ

■ スキー・クロスカントリースキー
　 スキー・ノルディック複合クロスカントリー

■ スキー・アルペンスキー（滑降、スーパー大回転、複合）
▲ パラアルペンスキー

■ スキー・アルペンスキー（大回転、回転）

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　（スロープスタイル、パラレル大回転、クロス）
▲ パラスノーボード

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　（ハーフパイプ、モーグル、エアリアル）

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　（ビッグエア）

長野市ボブスレー・リュージュパーク（スパイラル）

月寒体育館

新月寒体育館

真駒内公園屋内競技場

スポーツ交流施設コミュニティドーム（つどーむ）

帯広の森屋内スピードスケート場

大倉山ジャンプ競技場

白旗山競技場

ニセコエリア

サッポロテイネスキー場

札幌国際スキー場

さっぽろばんけいスキー場

市内既存施設

■ 開会式／閉会式／メダルプラザ
▲ 開会式／閉会式／メダルプラザ札幌ドーム

■ メインプレスセンター札幌コンベンションセンター

■ 国際放送センター
▲ 国際放送センター （メインプレスセンターの機能を含む）新展示場

■ 選手村
▲ 選手村アパホテル & リゾート〈札幌〉

市営住宅月寒団地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 13

161514

17

O+C M P

競技会場

17

1

11

5

選手村から離れた競技会場を利用する選
手のため、OV1、OV2とは別に既存ホテルを
活用した選手用宿泊施設を配置予定

17※　   は市内既存施設

会場配置計画
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西岡バイアスロン競技場
■バイアスロン

▲パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

1

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区西岡

既存（改修工事あり）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

　西岡バイアスロン競技場は1971年に新設され、札幌1972
大会においてバイアスロン会場として利用されました。
　その後もアジア冬季競技大会やIPCワールドパラノルディッ
クスキーワールドカップ、宮様スキー大会など、多くの国際大
会が開催されています。
　現在はバイアスロン競技場のほか、陸上自衛隊の教育訓練
施設として利用されています。
　また、ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点に指
定されており、国内トップ選手の強化拠点としても活用されて
います。

長野市ボブスレー・リュージュパーク
（長野スパイラル）

■ボブスレー・ボブスレー

　  ボブスレー・スケルトン／リュージュ2

　長野1998大会にあわせて1996年に開設されたボブスレー・
リュージュのコースです。
　長野1998大会時には、ボブスレーとリュージュ２競技の会
場として利用されました。国内で唯一ソリ競技が行える施設で
あり、長野大会後も国際競技大会を開催した実績があります。
　現在は、冬期の製氷を休止していますが（冬季休園）、夏期
はローラーリュージュの練習やノルディックウォーキング施設
として市民に利用されています。また、ナショナルトレーニング
センター競技別強化拠点に指定されており、夏期は国内トッ
プ選手の強化拠点としても活用されています。

施設整備費※ ２

仮設費※ ４０

・コース造成

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ６０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

※施設整備費：大会後も継続して利用する施設の改修等に要する費用
　仮　設　費：大会時に一時的に利用する施設等に要する費用

詳細は、P59～62参照。

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

長野県長野市中曽根

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： １，０００席
立見席 ： ５，４８０席
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西岡バイアスロン競技場
■バイアスロン

▲パラバイアスロン／パラクロスカントリースキー

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

1

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区西岡

既存（改修工事あり）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

　西岡バイアスロン競技場は1971年に新設され、札幌1972
大会においてバイアスロン会場として利用されました。
　その後もアジア冬季競技大会やIPCワールドパラノルディッ
クスキーワールドカップ、宮様スキー大会など、多くの国際大
会が開催されています。
　現在はバイアスロン競技場のほか、陸上自衛隊の教育訓練
施設として利用されています。
　また、ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点に指
定されており、国内トップ選手の強化拠点としても活用されて
います。

長野市ボブスレー・リュージュパーク
（長野スパイラル）

■ボブスレー・ボブスレー

　  ボブスレー・スケルトン／リュージュ2

　長野1998大会にあわせて1996年に開設されたボブスレー・
リュージュのコースです。
　長野1998大会時には、ボブスレーとリュージュ２競技の会
場として利用されました。国内で唯一ソリ競技が行える施設で
あり、長野大会後も国際競技大会を開催した実績があります。
　現在は、冬期の製氷を休止していますが（冬季休園）、夏期
はローラーリュージュの練習やノルディックウォーキング施設
として市民に利用されています。また、ナショナルトレーニング
センター競技別強化拠点に指定されており、夏期は国内トッ
プ選手の強化拠点としても活用されています。

施設整備費※ ２

仮設費※ ４０

・コース造成

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ６０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

※施設整備費：大会後も継続して利用する施設の改修等に要する費用
　仮　設　費：大会時に一時的に利用する施設等に要する費用

詳細は、P59～62参照。

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

長野県長野市中曽根

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： １，０００席
立見席 ： ５，４８０席
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月寒体育館
■ カーリング

▲ 車いすカーリング

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

3 新月寒体育館

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区月寒東

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，０１７席
立見席 ： 　　－　  席

　月寒体育館は1971年に完成し、札幌1972大会においてアイ
スホッケー会場として利用されました。
　その後も1991年ユニバーシアード冬季大会におけるアイス
ホッケー会場、2015年世界女子カーリング選手権、2017年冬
季アジア札幌大会におけるアイスホッケー会場など、多くの国
際大会が開催されております。　
　現在は、通年型スケートリンクとして多くの市民に利用され
ています。

■ アイスホッケー１

▲ パラアイスホッケー4

　1971年に建てられた月寒体育館の後継施設として、高次
機能交流拠点である札幌ドーム周辺への移転建替を予定し
ている施設です。
　これまで月寒体育館で行われていた市民利用や国際大会
の開催だけではなく、新たにプロスポーツの観戦や様々なイ
ベントで数多くの方々が訪れる施設となります。
　なお、既存施設を最大限に活用するため、2030年大会時
には新旧２つの月寒体育館をそれぞれ競技会場として活用
します。

施設整備費 ４００

仮設費 ７

・体育館建設、アイスリンク設備、にぎわい施設※

　※大会時はオリンピックパーク機能として活用

・仮設物設置、一般外構

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ２０

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

※会場イメージ図※会場イメージ図

Ⓒ写真：ZUMA Press/アフロⒸ写真：ZUMA Press/アフロ

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区羊ヶ丘（予定）

既存施設建替

固定席 ： ８，４００席
立見席 ： 　　－　  席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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月寒体育館
■ カーリング

▲ 車いすカーリング

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

3 新月寒体育館

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区月寒東

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，０１７席
立見席 ： 　　－　  席

　月寒体育館は1971年に完成し、札幌1972大会においてアイ
スホッケー会場として利用されました。
　その後も1991年ユニバーシアード冬季大会におけるアイス
ホッケー会場、2015年世界女子カーリング選手権、2017年冬
季アジア札幌大会におけるアイスホッケー会場など、多くの国
際大会が開催されております。　
　現在は、通年型スケートリンクとして多くの市民に利用され
ています。

■ アイスホッケー１

▲ パラアイスホッケー4

　1971年に建てられた月寒体育館の後継施設として、高次
機能交流拠点である札幌ドーム周辺への移転建替を予定し
ている施設です。
　これまで月寒体育館で行われていた市民利用や国際大会
の開催だけではなく、新たにプロスポーツの観戦や様々なイ
ベントで数多くの方々が訪れる施設となります。
　なお、既存施設を最大限に活用するため、2030年大会時
には新旧２つの月寒体育館をそれぞれ競技会場として活用
します。

施設整備費 ４００

仮設費 ７

・体育館建設、アイスリンク設備、にぎわい施設※

　※大会時はオリンピックパーク機能として活用

・仮設物設置、一般外構

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ２０

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

※会場イメージ図※会場イメージ図

Ⓒ写真：ZUMA Press/アフロⒸ写真：ZUMA Press/アフロ

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区羊ヶ丘（予定）

既存施設建替

固定席 ： ８，４００席
立見席 ： 　　－　  席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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真駒内公園屋内競技場 ■ アイスホッケー２

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

5 6

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市南区真駒内公園

既存（改修工事あり）

固定席 ： ６，２１５席
立見席 ： 　　－　  席

　1970年に当時の日本最大規模である屋内スケート競技場
として建てられた施設です。
　札幌1972大会時には閉会式、フィギュアスケート、アイス
ホッケーの会場、2017年冬季アジア札幌大会にはフィギュア
スケート、ショートトラックの会場など、多くの国際大会が開
催されております。
　夏季はバドミントンやテニス等、冬季はアイスホッケーや
フィギュアスケート等のスポーツ利用のほか、コンサートや
イベントなど多目的に利用されています。
　障がいの有無に関わらず、幅広い世代の市民がスポーツや文
化に親しむことが出来るよう、バリアフリー化工事等を行います。

スポーツ交流施設コミュニティドーム
（つどーむ）

■ スケート・フィギュアスケート

　  スケート・ショートトラック

　全天候型施設として、1997年に開設された、札幌ドームに
次ぐ規模を持つ多目的施設です。
　スポーツだけではなく、イベントなどでも活用され、冬季
には札幌を代表する「さっぽろ雪まつり」の第２会場として、
国内外から数多くの方々が訪れています。
　日常的に多くの市民が野球やサッカー、テニスなどで利
用し、「つどーむ」の愛称で親しまれています。
　2030年大会時には、仮設の観客席を設置して活用し、オリ
ンピックで利用された施設として、より一層、市民に利用され、
親しまれる施設となります。

施設整備費 ４

仮設費 ４０

・既存建物改修

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 1

仮設費 ４０

・既存建物改修

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市東区栄町

既存（改修工事あり）

固定席 ： ９，９６２席
立見席 ： 　　－　  席

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports
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4039

真駒内公園屋内競技場 ■ アイスホッケー２

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

5 6

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市南区真駒内公園

既存（改修工事あり）

固定席 ： ６，２１５席
立見席 ： 　　－　  席

　1970年に当時の日本最大規模である屋内スケート競技場
として建てられた施設です。
　札幌1972大会時には閉会式、フィギュアスケート、アイス
ホッケーの会場、2017年冬季アジア札幌大会にはフィギュア
スケート、ショートトラックの会場など、多くの国際大会が開
催されております。
　夏季はバドミントンやテニス等、冬季はアイスホッケーや
フィギュアスケート等のスポーツ利用のほか、コンサートや
イベントなど多目的に利用されています。
　障がいの有無に関わらず、幅広い世代の市民がスポーツや文
化に親しむことが出来るよう、バリアフリー化工事等を行います。

スポーツ交流施設コミュニティドーム
（つどーむ）

■ スケート・フィギュアスケート

　  スケート・ショートトラック

　全天候型施設として、1997年に開設された、札幌ドームに
次ぐ規模を持つ多目的施設です。
　スポーツだけではなく、イベントなどでも活用され、冬季
には札幌を代表する「さっぽろ雪まつり」の第２会場として、
国内外から数多くの方々が訪れています。
　日常的に多くの市民が野球やサッカー、テニスなどで利
用し、「つどーむ」の愛称で親しまれています。
　2030年大会時には、仮設の観客席を設置して活用し、オリ
ンピックで利用された施設として、より一層、市民に利用され、
親しまれる施設となります。

施設整備費 ４

仮設費 ４０

・既存建物改修

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 1

仮設費 ４０

・既存建物改修

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市東区栄町

既存（改修工事あり）

固定席 ： ９，９６２席
立見席 ： 　　－　  席

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports
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帯広の森屋内スピードスケート場 ■ スケート・スピードスケート

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

7

　自然条件に左右されず、通年利用が可能な道内唯一の屋
内スピードスケート場として2009年に開設された施設です。
　開設以来、2017年冬季アジア札幌大会をはじめ、多くの国
際競技大会が開催されているほか、日本のトップ選手がトレ
ーニングを行うナショナルトレーニングセンターに指定され
ています。
　スピードスケート競技としての利用に加え、中地多目的広
場ではフットサルやテニス、リンク外周はランニング走路とし
て日常的に利用されています。
　数多くのメダリストを輩出している、スケート王国帯広・十勝に
おいて、地元からトップ選手まで広く親しまれている施設です。

■ スキー・ジャンプ

　　スキー・ノルディック複合ジャンプ

　1931年に開設され、札幌1972大会に向けて大規模改修さ
れました。
　札幌1972大会以降もワールドカップ等数多くの国際大会
が行われています。
　札幌市内を一望できる立地のため市内有数の観光地とし
て親しまれているほか、隣接する札幌オリンピックミュージア
ムは冬のスポーツ文化やオリンピック・パラリンピック教育の
拠点となっています。
　また、ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点に
指定されており、国内トップ選手の強化拠点としても活用さ
れています。
　今後の維持管理費縮減や運営の効率化等の観点から、ラー
ジヒルの改修に併せてノーマルヒルの併設を計画しています。

大倉山ジャンプ競技場8

施設整備費 0

仮設費 ３０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス等

（億円）

施設整備費 ９０

仮設費 ８

・ラージヒル改修、ノーマルヒル移設

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

帯広市南町南７線

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ２，２５５席
立見席 ： 　　－　  席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市中央区宮の森

既存（改修工事あり）

固定席 ： １，７００席
立見席 ： ５，８６０席

施設整備費 0

仮設費 ３０

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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帯広の森屋内スピードスケート場 ■ スケート・スピードスケート

Hokkaido Sapporo 2030
Olympic And Paralympic
Winter Games

0303 競技

7

　自然条件に左右されず、通年利用が可能な道内唯一の屋
内スピードスケート場として2009年に開設された施設です。
　開設以来、2017年冬季アジア札幌大会をはじめ、多くの国
際競技大会が開催されているほか、日本のトップ選手がトレ
ーニングを行うナショナルトレーニングセンターに指定され
ています。
　スピードスケート競技としての利用に加え、中地多目的広
場ではフットサルやテニス、リンク外周はランニング走路とし
て日常的に利用されています。
　数多くのメダリストを輩出している、スケート王国帯広・十勝に
おいて、地元からトップ選手まで広く親しまれている施設です。

■ スキー・ジャンプ

　　スキー・ノルディック複合ジャンプ

　1931年に開設され、札幌1972大会に向けて大規模改修さ
れました。
　札幌1972大会以降もワールドカップ等数多くの国際大会
が行われています。
　札幌市内を一望できる立地のため市内有数の観光地とし
て親しまれているほか、隣接する札幌オリンピックミュージア
ムは冬のスポーツ文化やオリンピック・パラリンピック教育の
拠点となっています。
　また、ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点に
指定されており、国内トップ選手の強化拠点としても活用さ
れています。
　今後の維持管理費縮減や運営の効率化等の観点から、ラー
ジヒルの改修に併せてノーマルヒルの併設を計画しています。

大倉山ジャンプ競技場8

施設整備費 0

仮設費 ３０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス等

（億円）

施設整備費 ９０

仮設費 ８

・ラージヒル改修、ノーマルヒル移設

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

帯広市南町南７線

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ２，２５５席
立見席 ： 　　－　  席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市中央区宮の森

既存（改修工事あり）

固定席 ： １，７００席
立見席 ： ５，８６０席

施設整備費 0

仮設費 ３０

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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ニセコエリア
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10

　ニセコ地区は、1960年代からスキー場が開業していき、こ
れまでには、1962年にアルペンの全日本選手権大会の開催、
2度のスキー国体の開催実績があります。
　現在は、大規模な民間リゾートがニセコ地区全体に多数
整備され、ニセコのパウダースノーを求める多くのスキーヤ
ーが毎年世界中から訪れます。
　標高1,308mのニセコアンヌプリを利用した大規模なスキ
ー場には最長滑走距離5,000mを誇るコースから初心者コー
スまで、幅広い層のスキーヤーから親しまれています。

■ スキー・クロスカントリースキー

　　スキー・ノルディック複合クロスカントリー

■ スキー・アルペンスキー（滑降、スーパー大回転、複合）

▲ パラアルペンスキー

　本格的なスキー距離競技場として、1990年に完成しました。
　第2回冬季アジア競技大会や2007年FISノルディックスキー
世界選手権札幌大会等多くの国際競技大会が行われています。
　夏はサッカーやラグビーの競技場として、冬は歩くスキーコ
ースやトレーニングコースが一般開放されており、多くの市民
やアスリートが利用しています。
　全長25kmの起伏に富んだコースは、アジア初のFIS公認クロ
スカントリーコースです。

白旗山競技場9

施設整備費 ７

仮設費 ７０

・コース造成

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ２０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市清田区真栄

既存（改修工事あり）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

北海道虻田郡ニセコ町

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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ニセコエリア
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0303 競技

10

　ニセコ地区は、1960年代からスキー場が開業していき、こ
れまでには、1962年にアルペンの全日本選手権大会の開催、
2度のスキー国体の開催実績があります。
　現在は、大規模な民間リゾートがニセコ地区全体に多数
整備され、ニセコのパウダースノーを求める多くのスキーヤ
ーが毎年世界中から訪れます。
　標高1,308mのニセコアンヌプリを利用した大規模なスキ
ー場には最長滑走距離5,000mを誇るコースから初心者コー
スまで、幅広い層のスキーヤーから親しまれています。

■ スキー・クロスカントリースキー

　　スキー・ノルディック複合クロスカントリー

■ スキー・アルペンスキー（滑降、スーパー大回転、複合）

▲ パラアルペンスキー

　本格的なスキー距離競技場として、1990年に完成しました。
　第2回冬季アジア競技大会や2007年FISノルディックスキー
世界選手権札幌大会等多くの国際競技大会が行われています。
　夏はサッカーやラグビーの競技場として、冬は歩くスキーコ
ースやトレーニングコースが一般開放されており、多くの市民
やアスリートが利用しています。
　全長25kmの起伏に富んだコースは、アジア初のFIS公認クロ
スカントリーコースです。

白旗山競技場9

施設整備費 ７

仮設費 ７０

・コース造成

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ２０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市清田区真栄

既存（改修工事あり）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

北海道虻田郡ニセコ町

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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12 札幌国際スキー場13

　1978年に開業し、2005年と2017年にはスノーボードの全
日本選手権大会を開催しました。
　札幌市内のスキー場では最も長い約半年間営業し、国内・
国外問わず幅広い層の利用客がスキー場を訪れています。
　道内有数の温泉地である定山渓温泉からほど近く、北海道
でも屈指のパウダースノーと広大なゲレンデが特徴です。
　どのコースも幅が広く、滑走距離が長いため、あらゆるス
キーヤー・スノーボーダーを満足させることができます。

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　　（スロープスタイル、パラレル大回転、クロス）
▲ パラスノーボード

サッポロテイネスキー場11

　1965年に一部コース（現白樺コース）が開業し、札幌1972
大会でスキー・アルペンの大回転や回転を開催した後、ハイ
ランドスキー場が開業しました。
　1991年にユニバーシアードの開催、3度の冬季アジア競技
大会、スキー国体を開催するなど、国際・国内大会の開催実
績があります。
　現在は、ハイランドスキー場とオリンピアスキー場が統合
し、「サッポロテイネ」として営業しています。
　スキー場からは札幌市内や石狩湾などを一望でき、自然と
都市の近さを実感することができます。また、札幌1972大会
で利用されたレガシーのコースは今でも多くのスキーヤー
を楽しませています。

■ スキー・アルペンスキー（大回転、回転）

施設整備費 0

仮設費 ２０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ４０

・コース造成、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市手稲区金山

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市南区定山渓

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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12 札幌国際スキー場13

　1978年に開業し、2005年と2017年にはスノーボードの全
日本選手権大会を開催しました。
　札幌市内のスキー場では最も長い約半年間営業し、国内・
国外問わず幅広い層の利用客がスキー場を訪れています。
　道内有数の温泉地である定山渓温泉からほど近く、北海道
でも屈指のパウダースノーと広大なゲレンデが特徴です。
　どのコースも幅が広く、滑走距離が長いため、あらゆるス
キーヤー・スノーボーダーを満足させることができます。

■ スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード
　　（スロープスタイル、パラレル大回転、クロス）
▲ パラスノーボード

サッポロテイネスキー場11

　1965年に一部コース（現白樺コース）が開業し、札幌1972
大会でスキー・アルペンの大回転や回転を開催した後、ハイ
ランドスキー場が開業しました。
　1991年にユニバーシアードの開催、3度の冬季アジア競技
大会、スキー国体を開催するなど、国際・国内大会の開催実
績があります。
　現在は、ハイランドスキー場とオリンピアスキー場が統合
し、「サッポロテイネ」として営業しています。
　スキー場からは札幌市内や石狩湾などを一望でき、自然と
都市の近さを実感することができます。また、札幌1972大会
で利用されたレガシーのコースは今でも多くのスキーヤー
を楽しませています。

■ スキー・アルペンスキー（大回転、回転）

施設整備費 0

仮設費 ２０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 ４０

・コース造成、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市手稲区金山

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市南区定山渓

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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市内既存施設17

　スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボードのビ
ッグエア種目は、札幌市内の既存施設で開催することを予定
しています。
　この種目は、スキーやスノーボードで急斜面を滑り、ジャン
プの高さや回転技の難度、着地の美しさを競うもので、オリ
ンピックには2018平昌大会から採用されています。
　ビッグエアのコースは、全て仮設物で設営する計画として
おり、コース設置に必要な面積の平場があれば競技を開催
できます。シティイベントとしての開催を想定しており、札幌
市内の既存施設で検討を進めています。

14 15 さっぽろばんけいスキー場
■ スキー・フリースタイルスキー
　　／スキー・スノーボード
　　（ハーフパイプ、モーグル、エアリアル）

16

　1968年に開業し、スキーやスノーボードのアジア大会、ワ
ールドカップを開催し、2017年の冬季アジア札幌大会では、
フリースタイルスキーのモーグル、スノーボードのハーフパ
イプ会場としても利用されました。
　国際スキー・スノーボード連盟（FIS）公認のハーフパイプ
やモーグルのコースがあるため、多くの大会開催実績があり
ます。
　都心から20分というアクセスのしやすさにより多くのファ
ミリー層や、ナイター照明で22時までの営業により仕事帰り
のサラリーマンが利用するなど、幅広い層の札幌市民が訪れ
ています。

■スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード

　　（ビッグエア）

施設整備費 0

仮設費 ４０

・コース造成、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 １０

・コース造成、仮設物設置、セキュリティフェンス

（億円）

※会場は未定だが、同程度の規格・費用として計画している。

Ⓒ写真：AP/アフロⒸ写真：AP/アフロ

Ⓒ写真：YUTAKA/アフロスポーツⒸ写真：YUTAKA/アフロスポーツ

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市中央区盤渓

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

市内既存施設（予定）

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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市内既存施設17

　スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボードのビ
ッグエア種目は、札幌市内の既存施設で開催することを予定
しています。
　この種目は、スキーやスノーボードで急斜面を滑り、ジャン
プの高さや回転技の難度、着地の美しさを競うもので、オリ
ンピックには2018平昌大会から採用されています。
　ビッグエアのコースは、全て仮設物で設営する計画として
おり、コース設置に必要な面積の平場があれば競技を開催
できます。シティイベントとしての開催を想定しており、札幌
市内の既存施設で検討を進めています。

14 15 さっぽろばんけいスキー場
■ スキー・フリースタイルスキー
　　／スキー・スノーボード
　　（ハーフパイプ、モーグル、エアリアル）

16

　1968年に開業し、スキーやスノーボードのアジア大会、ワ
ールドカップを開催し、2017年の冬季アジア札幌大会では、
フリースタイルスキーのモーグル、スノーボードのハーフパ
イプ会場としても利用されました。
　国際スキー・スノーボード連盟（FIS）公認のハーフパイプ
やモーグルのコースがあるため、多くの大会開催実績があり
ます。
　都心から20分というアクセスのしやすさにより多くのファ
ミリー層や、ナイター照明で22時までの営業により仕事帰り
のサラリーマンが利用するなど、幅広い層の札幌市民が訪れ
ています。

■スキー・フリースタイルスキー／スキー・スノーボード

　　（ビッグエア）

施設整備費 0

仮設費 ４０

・コース造成、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 １０

・コース造成、仮設物設置、セキュリティフェンス

（億円）

※会場は未定だが、同程度の規格・費用として計画している。

Ⓒ写真：AP/アフロⒸ写真：AP/アフロ

Ⓒ写真：YUTAKA/アフロスポーツⒸ写真：YUTAKA/アフロスポーツ

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市中央区盤渓

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

市内既存施設（予定）

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３，６００席
立見席 ： ２，８８０席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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所 在 地

整 備 手 法

札幌市白石区東札幌

既存（仮設工事のみ）

　札幌コンベンションセンターは国際都市札幌のコンベンシ
ョン施設の中核として2003年に開設されました。
　現在はさまざまな大型国際会議や学会、イベントなどが開
催されおり、 2017年冬季アジア札幌大会でメディアセンター
としても利用されました。
　大会時には記者会見室やカメラマン・新聞記者向けの作
業部屋等、報道関係者向けのメインプレスセンター（MPC）と
して活用されます。

札幌ドーム

　2002年のFIFAワールドカップに合わせ、2001年に建てら
れた施設です。
　開設以来、2017年冬季アジア札幌大会の開会式やラグビ
ーワールドカップ2019、東京2020大会など、多くの国際大会
が開催されております。
　可動式天然芝サッカーフィールド「ホヴァリングサッカース
テージ」の導入により、野球やコンサート、展示会など多目的
に利用されています。
　札幌ドームの周辺には札幌ドームとの相乗効果が期待で
きる様々な施設の整備を予定しており、大会時には開閉会式
に加え、オリンピックパークとして、大会を盛り上げます。

■ メインプレスセンターO+C M P
■ 開会式／閉会式／メダルプラザ

▲ 開会式／閉会式／メダルプラザ 札幌コンベンションセンターMPC

施設整備費 ２０

仮設費 ２０

・にぎわい施設※

　※大会時はオリンピックパーク機能として活用

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 7

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

Ⓒ写真：ロイター/アフロⒸ写真：ロイター/アフロ

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区羊ヶ丘

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３７，８１０席
立見席 ： 　　 ̶ 　　席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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所 在 地

整 備 手 法

札幌市白石区東札幌

既存（仮設工事のみ）

　札幌コンベンションセンターは国際都市札幌のコンベンシ
ョン施設の中核として2003年に開設されました。
　現在はさまざまな大型国際会議や学会、イベントなどが開
催されおり、 2017年冬季アジア札幌大会でメディアセンター
としても利用されました。
　大会時には記者会見室やカメラマン・新聞記者向けの作
業部屋等、報道関係者向けのメインプレスセンター（MPC）と
して活用されます。

札幌ドーム

　2002年のFIFAワールドカップに合わせ、2001年に建てら
れた施設です。
　開設以来、2017年冬季アジア札幌大会の開会式やラグビ
ーワールドカップ2019、東京2020大会など、多くの国際大会
が開催されております。
　可動式天然芝サッカーフィールド「ホヴァリングサッカース
テージ」の導入により、野球やコンサート、展示会など多目的
に利用されています。
　札幌ドームの周辺には札幌ドームとの相乗効果が期待で
きる様々な施設の整備を予定しており、大会時には開閉会式
に加え、オリンピックパークとして、大会を盛り上げます。

■ メインプレスセンターO+C M P
■ 開会式／閉会式／メダルプラザ

▲ 開会式／閉会式／メダルプラザ 札幌コンベンションセンターMPC

施設整備費 ２０

仮設費 ２０

・にぎわい施設※

　※大会時はオリンピックパーク機能として活用

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 0

仮設費 7

・建物改修（仮設）、仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

Ⓒ写真：ロイター/アフロⒸ写真：ロイター/アフロ

所 在 地

整 備 手 法

観 客 席 数

札幌市豊平区羊ヶ丘

既存（仮設工事のみ）

固定席 ： ３７，８１０席
立見席 ： 　　 ̶ 　　席

ⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTOⒸSAWGOC/PHOTO KISHIMOTO
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　市内に設置する2つの選手村の1つ。主に都市エリアの会
場を利用する選手団約2,000人を収容します。
　更新時期を迎える月寒地区の市営住宅を集約して建替え、
一時的に選手村として活用します。
　また、周辺の土地も活用し、ダイニングやオリンピックビ
レッジプラザなどのサービス機能を仮設で整備します。
　選手村として利用する際は、ユニバーサルデザインを導入
し、すべての選手に安全で快適な環境を提供します。

所 在 地

整 備 手 法

札幌市豊平区月寒東

既存（仮設工事のみ）

所 在 地

整 備 手 法

札幌市豊平区月寒東

既存施設建替

　新展示場は企業の展示会や消費者向けの即売会などの様
々な催事で利用されているアクセスサッポロに替わる施設と
して、2026年度から供用開始予定です。
　大会時には各競技の映像を編集して世界中に発信する拠
点や、各国のTVスタジオ等が設置される国際放送センター
（IBC）として活用します。また、競技会場が集約されるパラリ
ンピック時は、札幌コンベンションセンターで担っていたメ
インプレスセンター(MPC)の機能を集約して、効率的な運営
を行います。

■ 国際放送センター

▲ 国際放送センター　※メインプレスセンターの機能含む

■ 選手村

▲ 選手村市営住宅月寒団地新展示場IBC

※（仮称）新展示場整備基本計画「図表29 新展示場のイメージパース（外観）」より
※本パースは設計前のものであり、確定したものではありません。

※（仮称）新展示場整備基本計画「図表29 新展示場のイメージパース（外観）」より
※本パースは設計前のものであり、確定したものではありません。 ※写真は市内の別の既存市営住宅のものです。※写真は市内の別の既存市営住宅のものです。

OV1

施設整備費 0

仮設費 ８０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 １９０

仮設費 ６０

・市営住宅の建替え※

　※月寒団地Ａ～Ｅのうち一部を集約建替え

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

Ⓒ写真：代表撮影/ロイター/アフロⒸ写真：代表撮影/ロイター/アフロ
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0303 競技

　市内に設置する2つの選手村の1つ。主に都市エリアの会
場を利用する選手団約2,000人を収容します。
　更新時期を迎える月寒地区の市営住宅を集約して建替え、
一時的に選手村として活用します。
　また、周辺の土地も活用し、ダイニングやオリンピックビ
レッジプラザなどのサービス機能を仮設で整備します。
　選手村として利用する際は、ユニバーサルデザインを導入
し、すべての選手に安全で快適な環境を提供します。

所 在 地

整 備 手 法

札幌市豊平区月寒東

既存（仮設工事のみ）

所 在 地

整 備 手 法

札幌市豊平区月寒東

既存施設建替

　新展示場は企業の展示会や消費者向けの即売会などの様
々な催事で利用されているアクセスサッポロに替わる施設と
して、2026年度から供用開始予定です。
　大会時には各競技の映像を編集して世界中に発信する拠
点や、各国のTVスタジオ等が設置される国際放送センター
（IBC）として活用します。また、競技会場が集約されるパラリ
ンピック時は、札幌コンベンションセンターで担っていたメ
インプレスセンター(MPC)の機能を集約して、効率的な運営
を行います。

■ 国際放送センター

▲ 国際放送センター　※メインプレスセンターの機能含む

■ 選手村

▲ 選手村市営住宅月寒団地新展示場IBC

※（仮称）新展示場整備基本計画「図表29 新展示場のイメージパース（外観）」より
※本パースは設計前のものであり、確定したものではありません。

※（仮称）新展示場整備基本計画「図表29 新展示場のイメージパース（外観）」より
※本パースは設計前のものであり、確定したものではありません。 ※写真は市内の別の既存市営住宅のものです。※写真は市内の別の既存市営住宅のものです。

OV1

施設整備費 0

仮設費 ８０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

施設整備費 １９０

仮設費 ６０

・市営住宅の建替え※

　※月寒団地Ａ～Ｅのうち一部を集約建替え

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）

Ⓒ写真：代表撮影/ロイター/アフロⒸ写真：代表撮影/ロイター/アフロ
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0303 競技

　市内に設置する2つの選手村の1つ。主に山岳エリアの会場
を利用する選手団約2,000人を収容する予定です。
　新たな建物を整備するのではなく、既存ホテルを活用します。
　本ホテルは、市内でも最大規模の収容能力を誇る施設であり、
2017年冬季アジア大会でも選手村として使用されています。
　また、隣接する南区体育館などを活用してサービス機能等を
確保し、選手が最高のパフォーマンスを発揮できる快適な環境
を提供します。

地方会場及び選手村から1時間以上かかる会場を利用する選手団については、各会場に近接した既存ホテルを利用します。
選手団の人数に応じた適切な規模で会場へのアクセス性の良いホテルを利用します。

■ 選手村アパホテル & リゾート〈札幌〉

その他の選手用宿泊施設

OV2

施設整備費 0

仮設費 1０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）
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ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

札幌市南区川沿所 在 地

整 備 手 法 既存（仮設工事のみ）

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports
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　市内に設置する2つの選手村の1つ。主に山岳エリアの会場
を利用する選手団約2,000人を収容する予定です。
　新たな建物を整備するのではなく、既存ホテルを活用します。
　本ホテルは、市内でも最大規模の収容能力を誇る施設であり、
2017年冬季アジア大会でも選手村として使用されています。
　また、隣接する南区体育館などを活用してサービス機能等を
確保し、選手が最高のパフォーマンスを発揮できる快適な環境
を提供します。

地方会場及び選手村から1時間以上かかる会場を利用する選手団については、各会場に近接した既存ホテルを利用します。
選手団の人数に応じた適切な規模で会場へのアクセス性の良いホテルを利用します。

■ 選手村アパホテル & リゾート〈札幌〉

その他の選手用宿泊施設

OV2

施設整備費 0

仮設費 1０

・仮設物設置、一般外構、セキュリティフェンス

（億円）
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ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

ⒸSAWGOC / PHOTO KISHIMOTO

札幌市南区川沿所 在 地

整 備 手 法 既存（仮設工事のみ）

ⒸSAWGOC / JapanSportsⒸSAWGOC / JapanSports
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多様な宿泊ニーズへの対応

大会運営

大会時には、国際オリンピック委員会、国際パラリンピック委員会、
国際競技連盟、スポンサー、報道関係者などの大会関係者が世界中
から来訪します。これら大会関係者の宿泊施設として、会場周辺に多
数の客室を確保します。

国内外から多数の観光客が訪れる国内有数の観光都市である札幌
市では、30,000室以上の多様な客室を備えており、来訪する多数の
大会関係者を収容する能力を有しています。

また、多くの大規模イベントや国際スポーツイベントを受け入れて
きた経験を活かし、大会関係者や観客の多様なニーズに応えるお
もてなしを提供します。

大会開催を契機とした共生社会の実現に向けて、大会を通して来
訪する多数の車いす利用者を迎え入れられるよう、宿泊施設のバリ
アフリー化を促進する取組を進めます。

誰にとっても快適な移動環境の提供

選手等大会関係者については、専用車両を用いた輸送システムの
導入や輸送ルートの設定等により、各拠点と競技会場・非競技会場
間の円滑かつ安全な移動環境を提供します。

大会に使用する車両は燃料電池自動車（FCV）や電気自動車（EV）
等のゼロエミッション自動車を積極的に導入し、環境負荷の低減を
図ります。

観客については、公共交通ネットワークの活用や競技会場と交通拠
点を結ぶシャトルバスの運行等により、円滑な輸送を行います。ま
た、駅や経路のバリアフリー化を進め、あらゆる方が利用しやすい
環境整備を進めます。

交通手段の転換や、日時・経路の変更により過度な交通需要の集中
を防ぎ、交通混雑の緩和を実現する交通需要マネジメント(TDM)の
推進やICTの活用により、大会関係者や観客の移動に伴う交通混雑
を緩和し、円滑な大会運営と市民生活への影響軽減を図ります。

安全・安心な除排雪体制の確保

札幌市は、人口190万人を超える大都市でありながら、年平均降雪
量が5m近くにもなる世界でもまれにみる豪雪都市のため、必要
な除排雪の体制を確保し、市民生活を支えてきました。

令和３年の冬には、想定を大きく上回る大雪に見舞われ市民生活
に大きな影響が及びました。この経験を踏まえ、関係機関や関係
団体等との協議を重ね、「排雪作業の早期対応や強化」、「雪堆積
場等の増強」など大雪時の対策を取りまとめたところです。

大会の開催にあたっては、市民生活への影響が生じないよう冬
期における安全・安心な道路環境を確保するとともに、これまで
積み重ねてきた経験を活かし、円滑な大会運営を実現できるよ
う、大会組織委員会、国、関係自治体等が連携し、除雪体制を整
えます。

東京2020大会等の知見を活かした安心・安全な大会の実現

大会の開催にあたっては、日本全国から警備員を動員するほか、
警察や自衛隊の協力を受けながら万全の警備体制を敷き、安心安
全な競技実施や観戦を保証します。

大会組織委員会内にセキュリティ対策本部を設置し、警備に関与
する政府や自治体の関係機関と相互に連携しながら、テロなどの
重大事件の未然防止や大規模災害等への迅速な対応を図ります。

また、東京2020大会をはじめとする過去の大規模イベントの知見
を踏まえ、セキュリティに係る方針・戦略を策定します。

近年、オリンピック・パラリンピックは世界中からサイバー攻撃の
標的となっており、今後の大会においても増え続けることが予想さ
れています。過去大会等を参考に専門の部署を設け、万全のサイ
バーセキュリティ対策を実施します。

宿 泊

輸 送

大雪対策

セキュリティ

Ⓒ写真：ロイター/アフロⒸ写真：ロイター/アフロ
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多様な宿泊ニーズへの対応

大会運営

大会時には、国際オリンピック委員会、国際パラリンピック委員会、
国際競技連盟、スポンサー、報道関係者などの大会関係者が世界中
から来訪します。これら大会関係者の宿泊施設として、会場周辺に多
数の客室を確保します。

国内外から多数の観光客が訪れる国内有数の観光都市である札幌
市では、30,000室以上の多様な客室を備えており、来訪する多数の
大会関係者を収容する能力を有しています。

また、多くの大規模イベントや国際スポーツイベントを受け入れて
きた経験を活かし、大会関係者や観客の多様なニーズに応えるお
もてなしを提供します。

大会開催を契機とした共生社会の実現に向けて、大会を通して来
訪する多数の車いす利用者を迎え入れられるよう、宿泊施設のバリ
アフリー化を促進する取組を進めます。

誰にとっても快適な移動環境の提供

選手等大会関係者については、専用車両を用いた輸送システムの
導入や輸送ルートの設定等により、各拠点と競技会場・非競技会場
間の円滑かつ安全な移動環境を提供します。

大会に使用する車両は燃料電池自動車（FCV）や電気自動車（EV）
等のゼロエミッション自動車を積極的に導入し、環境負荷の低減を
図ります。

観客については、公共交通ネットワークの活用や競技会場と交通拠
点を結ぶシャトルバスの運行等により、円滑な輸送を行います。ま
た、駅や経路のバリアフリー化を進め、あらゆる方が利用しやすい
環境整備を進めます。

交通手段の転換や、日時・経路の変更により過度な交通需要の集中
を防ぎ、交通混雑の緩和を実現する交通需要マネジメント(TDM)の
推進やICTの活用により、大会関係者や観客の移動に伴う交通混雑
を緩和し、円滑な大会運営と市民生活への影響軽減を図ります。

安全・安心な除排雪体制の確保

札幌市は、人口190万人を超える大都市でありながら、年平均降雪
量が5m近くにもなる世界でもまれにみる豪雪都市のため、必要
な除排雪の体制を確保し、市民生活を支えてきました。

令和３年の冬には、想定を大きく上回る大雪に見舞われ市民生活
に大きな影響が及びました。この経験を踏まえ、関係機関や関係
団体等との協議を重ね、「排雪作業の早期対応や強化」、「雪堆積
場等の増強」など大雪時の対策を取りまとめたところです。

大会の開催にあたっては、市民生活への影響が生じないよう冬
期における安全・安心な道路環境を確保するとともに、これまで
積み重ねてきた経験を活かし、円滑な大会運営を実現できるよ
う、大会組織委員会、国、関係自治体等が連携し、除雪体制を整
えます。

東京2020大会等の知見を活かした安心・安全な大会の実現

大会の開催にあたっては、日本全国から警備員を動員するほか、
警察や自衛隊の協力を受けながら万全の警備体制を敷き、安心安
全な競技実施や観戦を保証します。

大会組織委員会内にセキュリティ対策本部を設置し、警備に関与
する政府や自治体の関係機関と相互に連携しながら、テロなどの
重大事件の未然防止や大規模災害等への迅速な対応を図ります。

また、東京2020大会をはじめとする過去の大規模イベントの知見
を踏まえ、セキュリティに係る方針・戦略を策定します。

近年、オリンピック・パラリンピックは世界中からサイバー攻撃の
標的となっており、今後の大会においても増え続けることが予想さ
れています。過去大会等を参考に専門の部署を設け、万全のサイ
バーセキュリティ対策を実施します。

宿 泊

輸 送

大雪対策

セキュリティ

Ⓒ写真：ロイター/アフロⒸ写真：ロイター/アフロ
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0404 大会運営

選手村や各競技会場に医務室を設置し、受診を希望する観客及びアスリートに
対して十分な医療サービスを提供します。

大会期間中、各国選手団が自国チームドクターの治療や診療を受けることがで
きる体制を整え、サービスレベルの向上に努めるとともに、複数の大会指定病
院を設定し有事の対応に備えます。

また、医療機関との連携を密に行い、地域医療への影響が及ばないように配慮
します。

世界アンチ・ドーピング規定に基づき、WADA（世界アンチドーピング機構）の
認定分析機関においてドーピング検査を厳格に実施し、クリーンでフェアな大
会を実現します。

大会を通じてアンチドーピング活動を推進し、クリーンスポーツに係る教育活
動の展開・導入や人材育成を図ります。

適切なリスクマネジメントの実施

大会開催に向け、リスク検討専門のチームを編成し、地震などの自然災害や暖冬・少雪などの気象状況の悪化、テロ・犯罪・
交通事故等の人為災害など、大会中に起こりえる様々なリスクを洗い出し、事前に防止策や対応策の検討を行います。

新型コロナウイルスのような感染症が流行した場合には、東京2020大会の経験を参考に、基本的な感染防止対策を徹底
するとともに関係者同士の接触を控えるように動線を分離する（バブル方式）など状況に応じて適切な対策を実施します。

大会の運営に大きな影響を及ぼす地震等の自然災害に備え、事前訓練の実施や防災管理等の取組を実施することによ
り、発生時の被害を最小化を図ります。

また、予期することのできない事象が発生した場
合にも対応できるよう、大会運営費に予備費を
計上します。

地域社会への関与、文化・教育プログラム

美術、音楽、演劇、先住民族であるアイヌの伝統文化など、北海道・札幌の特色ある文化や芸術を、国際芸術祭をはじめ
とした各種文化プログラムを通じて世界に発信していきます。また、東京2020大会での取組を継承し、オリンピック・パ
ラリンピック教育や事前合宿、ホストタウン活動で訪れたオリンピアン・パラリンピアンとの交流など、子どもたち一人
一人の心と体に残る、かけがえのないレガシーを創出します。

聖火リレーの実施は北海道・札幌の雄大な自然や景勝地、文化や
そこに暮らす人々の暮らしを全世界に発信できる絶好の機会とな
るため、他の自治体や市民と協力して「札幌にしかできない聖火リ
レー」を実現します。

加えて、例年２月上旬には札幌を代表するイベント「さっぽろ雪ま
つり」が開催されており、「オリンピック・パラリンピック×雪まつり」
といった、既存イベントとの連動による、札幌ならではの賑わいの
創出も検討していきます。

Ⓒ写真：ロイター/アフロⒸ写真：ロイター/アフロ

Ⓒ提供：Joe Toth/IOC/OIS/アフロⒸ提供：Joe Toth/IOC/OIS/アフロ

医療・アンチドーピング 式典・文化

不測の事態への備え
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0404 大会運営

選手村や各競技会場に医務室を設置し、受診を希望する観客及びアスリートに
対して十分な医療サービスを提供します。

大会期間中、各国選手団が自国チームドクターの治療や診療を受けることがで
きる体制を整え、サービスレベルの向上に努めるとともに、複数の大会指定病
院を設定し有事の対応に備えます。

また、医療機関との連携を密に行い、地域医療への影響が及ばないように配慮
します。

世界アンチ・ドーピング規定に基づき、WADA（世界アンチドーピング機構）の
認定分析機関においてドーピング検査を厳格に実施し、クリーンでフェアな大
会を実現します。

大会を通じてアンチドーピング活動を推進し、クリーンスポーツに係る教育活
動の展開・導入や人材育成を図ります。

適切なリスクマネジメントの実施

大会開催に向け、リスク検討専門のチームを編成し、地震などの自然災害や暖冬・少雪などの気象状況の悪化、テロ・犯罪・
交通事故等の人為災害など、大会中に起こりえる様々なリスクを洗い出し、事前に防止策や対応策の検討を行います。

新型コロナウイルスのような感染症が流行した場合には、東京2020大会の経験を参考に、基本的な感染防止対策を徹底
するとともに関係者同士の接触を控えるように動線を分離する（バブル方式）など状況に応じて適切な対策を実施します。

大会の運営に大きな影響を及ぼす地震等の自然災害に備え、事前訓練の実施や防災管理等の取組を実施することによ
り、発生時の被害を最小化を図ります。

また、予期することのできない事象が発生した場
合にも対応できるよう、大会運営費に予備費を
計上します。

地域社会への関与、文化・教育プログラム

美術、音楽、演劇、先住民族であるアイヌの伝統文化など、北海道・札幌の特色ある文化や芸術を、国際芸術祭をはじめ
とした各種文化プログラムを通じて世界に発信していきます。また、東京2020大会での取組を継承し、オリンピック・パ
ラリンピック教育や事前合宿、ホストタウン活動で訪れたオリンピアン・パラリンピアンとの交流など、子どもたち一人
一人の心と体に残る、かけがえのないレガシーを創出します。

聖火リレーの実施は北海道・札幌の雄大な自然や景勝地、文化や
そこに暮らす人々の暮らしを全世界に発信できる絶好の機会とな
るため、他の自治体や市民と協力して「札幌にしかできない聖火リ
レー」を実現します。

加えて、例年２月上旬には札幌を代表するイベント「さっぽろ雪ま
つり」が開催されており、「オリンピック・パラリンピック×雪まつり」
といった、既存イベントとの連動による、札幌ならではの賑わいの
創出も検討していきます。

Ⓒ写真：ロイター/アフロⒸ写真：ロイター/アフロ

Ⓒ提供：Joe Toth/IOC/OIS/アフロⒸ提供：Joe Toth/IOC/OIS/アフロ
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